
〇らくだよ８への移行について 

１．データ変換 

(1)．らくだよ６まで 

 変換されるデータは 2019/10/1以前のデータは、すべて、8%で計算される明細になります。2019/10/01以降に

データがあった場合は 10%になります。ただし、消費税行はそのままで、訂正が必要な場合は、修正登録した時

に再計算されます。 

 

(2)．らくだよ８の環境設定を変換元の環境設定と同じにしてください。 

 らくだよ８の新設項目は請求区分－記載区分、消費税補正－しない、使用区分－一般、にしてください。 

２．環境設定 

  

①ランク設定の項目はらくだよ８ではありません。 

②消費税補正は適格請求書利用時で、期間請求の時の消費税の誤差を自動補正する機能です。 

 8％の商品がない、1円単位の商品がない場合は、誤差がないので消費税補正を「しない」にしてください。 

③個人で源泉徴収税を計算する場合は、使用区分を「クリエーター等」にしてください。 

 

 

 

 

 

  



３．得意先マスタ 

 

①単価設定のランクはらくだよ８ではありません。 

②請求方法で伝票単位を設定すると、期間請求書の出力では対象外となります。 

③送信対象をチェックするとPDF保存した伝票または請求書をシステム上からOUTLOOKで送信することができ

ます。（E-Mailアドレスを必ず登録してください。） 

④環境設定で使用区分をクリエーター等にしている場合は、得意先の源泉区分の設定が表示されます。納入先

の方で源泉徴収税を納入する場合は「義務」を選択してください。 

 

４．仕入先マスタ 

 

①源泉区分について 個人からの仕入れで源泉徴収税を計算する場合は、クリエーター等にしてください。 

②ここでの送信対象は別システム用で現在使用していません。（受発注システムの開発中） 



５．売上、仕入入力 

① ボタン (左クリック) 

 カーソルのある行の税区分を個別に変更します。クリックするごと 10%→8%→無→10%のように変わります。 

 

 これは、普通の入力で、商品を選択後、商品マスタに登録した設定が、右端に表示されます。(無の時は非表

示)  

② [消費税]ボタン ※仕入先の計算区分が外税のときのみ 

 消費税を計算します。 

 消費税の明細は、コード:zzzzxで固定です。 (軽減対象はコード:zzzz8) 

 商品の仕入と同じ形式で、金額は計算されて登録されます。 

 

※源泉徴収税が計算される場合は、コード:zzzzzで固定です。 

 

 [登録]ボタンで登録した時も同様に計算されます。 

 

※税固定では、消費税行、源泉徴収税行のどちらも固定化されます。  



６．インボイスの登録番号 

 

軽減税率対象品目や登録番号等は使用者情報で登録します。 

 

 

他では、振込口座 2、社版 6行目等でも対応できます。 

  



７．メール送信 

 

らくだよ８では伝票および請求書の PDFを自動でメール添付して送信することができます。 

メールの定型文は環境－送信設定で設定します。 

 

①売上入力や期間請求書

の出力ボタンで、PDFを作成

して保存先のフォルダに保

存されます。 

 

②送信方法で OUTLOOK を

「起動」にすると、次図のよう

に OUTLOOK が得意先のア

ドレス宛で、PDF を添付ファ

イルにして起動します。 

 

 

 

 

 

 



送信設定で「後で」を選択している場合は出力－送信で個別に送信することができます。 

また、ここでは PDFを表示して確認、および、データの管理ができます。 

 

 

 



８．税率変更 

らくだよ８では税率の変更ができます。現在の計算方法で単純に税率が変わった場合の対処になります。 

環境－バージョンを開きます。アイコンをクリックします。（下図緑枠） 

 

 

 

上段のデータ拡張はデータを拡張するようなバージョンをしたときに使用します。主にカスタマイズ用になりま

す。 

税額の固定化は、税率変更後に不用意に現在の税率で計算されないようにする処置です。 

売上、仕入データの税額固定にチェックが入ります。 
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